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	ヒト胚・ヒト配偶子のゲノム編集：�規制のいまとこれから�
	ヒト受精胚・ヒト配偶子の研究規制については、二つの課題が交錯している。
	ヒト受精胚・ヒト配偶子のゲノム編集については、規制はほとんどない。
	ヒト受精胚・ヒト配偶子のゲノム編集研究を認めるべきか。―これに対する態度決定がなければ、先に進むことはできない。
	現在、ヒト受精胚・ヒト配偶子のゲノム編集が規制されていないと、研究はどういうことになるのか？
	【結論】　ヒト受精胚・ヒト配偶子のゲノム編集を研究として行うことを認めるべきだとするなら、新たな指針を作ることが必要である。
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